
 

 

 

○福山市 市民意識調査結果（概要） 

 

Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査    1～11 ページ 
 

①調査地域  福山市内 

②調査対象  福山市に住民登録されている 18歳から 39 歳までの男女から 4,000 人を無作為に

抽出 

③調査方法  郵送により調査票を配布・回収 

④調査時期  2015 年（平成 27 年）7月 29 日（水）～8月 11日（火） 

⑤回収率   発送数  ：4,000 票 

有効回収数： 957 票 

有効回収率： 23.9％（957 票÷4,000 票） 

 

Ⅱ「定住・移住」に関する意識調査     12～19 ページ 
 

①調査地域  福山市内 

②調査対象  福山市に住民登録されている 18歳から 49 歳までの男女から 4,000 人を無作為に

抽出 

③調査方法  郵送により調査票を配布・回収 

④調査時期  2015 年（平成 27 年）7月 29 日（水）～8月 11日（火） 

⑤回収率   発送数  ：4,000 票 

有効回収数：1,108 票 

有効回収率： 27.7％（1,108 票÷4,000 票） 

 

Ⅲ 高校生の「進学・就職」に関する意識調査   20～27 ページ 
 

①調査対象  福山市内の高等学校（8校）に在籍する最終学年の生徒 

②調査方法  学校から調査票を配布・回収 

③調査時期  2015 年（平成 27 年）8月 31 日（月）～9月 7日（月） 

④回収数   発送数  ：1,464 票 

有効回収数：1,398 票 

有効回収率： 95.5％（1,398 票÷1,464 票） 

 

○回答結果は，各項目の不明を含む有効サンプル数に対する百分率（％）で示し，小数点第２位

を四捨五入して小数点第１位までを表示している。そのため，単数回答（複数の選択肢から１

つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合がある。 

○複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合，回答は選択肢毎の

有効回答数に対しての，それぞれの比率を示している。そのため，合計が 100.0％を超える場

合がある。 

○図表中の「ｎ」は集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当する人）を示し

ている。 

 

 

資料１ 
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

１ 属性 
 

(1) 性別（全員，単数回答） 

○性別は，「男性」（36.1％），「女性」（63.3%）であり，女性が過半数以上の回答結果となっ

ている。 

                               （n=957） 

 

(2) 年齢（全員，単数回答） 

○年齢は，35 歳～39 歳（33.4％）が最も多く，次いで，30 歳～34歳（27.0％）となってい

る。 

                               （n=957） 

 

  

男性 
36.1% 

女性 
63.3% 

不明  
0.6% 

18～19歳 
5.2% 

20～24歳 
13.1% 

25～29歳 

 19.2% 

30～34歳 
27.0% 

35～39歳 
33.4% 

不明 
2.1% 
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

２ 結婚 
 

(3) 現在の未婚･既婚の状況（全員，単数回答） 

○「結婚している（既婚）」（58.1％），「結婚していない（未婚）」（37.1％）で，約６割が既

婚者である。 

 

                               （n=957） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 今後の結婚の意向（未婚の方のみ，単数回答） 

○「ぜひしたい」（36.3％），「できればしたい」（36.6％）で，未婚者のうち約７割が結婚し

たいと回答している。 

                              （n=355） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

結婚している
58.1%

結婚していない
37.1%

結婚していたが

離婚・死別した
4.1%

不明 0.7%

ぜひしたい
36.3%

できればしたい
36.6%

分からない
18.3%

結婚するつもり

はない
7.6%

不明 1.1%
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

(5) 結婚をしていない理由（未婚の方のみ，複数回答） 

○20～24 歳では，「ふさわしい相手とめぐり逢わないから」（46.5％）が最も多く，次いで「ま

だ若いから」，「今は仕事や学業に打ち込みたいから」が多い。 

○30歳代では，「ふさわしい相手とめぐり逢わないから」が約７割で，次いで「経済的に不

安だから」が多い。 

 

  

60.0  

31.4  

65.7  

14.3  

5.7  

25.7  

25.7  

22.9  

5.7  

2.9  

2.9  

8.6  

0.0  

38.4  

20.9  

34.9  

19.8  

10.5  

46.5  

23.3  

27.9  

7.0  

1.2  

4.7  

4.7  

0.0  

7.7  

9.2  

12.3  

16.9  

16.9  

46.2  

16.9  

30.8  

1.5  

13.8  

7.7  

6.2  

1.5  

2.9  

5.9  

23.5  

8.8  

17.6 

70.6 

20.6  

35.3  

0.0  

2.9  

5.9  

5.9  

0.0  

0.0  

8.1  

8.1  

5.4  

13.5  

70.3  

18.9  

29.7  

0.0  

0.0 

10.8  

8.1  

2.7  

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 % 

まだ若いから 

まだ必要性を感じないから 

今は仕事や学業に打ち込みたいから 

今は自分の趣味や娯楽を楽しみたい

から 

自由や気楽さを失いたくないから 

ふさわしい相手とめぐり逢わないから 

結婚資金がないから 

経済的に不安だから 

親や周囲が同意しないから 

今は相手が望んでいないから 

特に理由はない 

その他 

不明 

18～19歳(n=35) 20～24歳(n=86) 25～29歳(n=65) 30～34歳(n=34) 35～39歳(n=37) 
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

(6) 結婚支援のための行政の取組（全員，複数回答） 

○「就業機会の確保，非正規雇用の解消」，「安価で良質な住宅の供給」，「ワークライフバラ

ンスの改善」，「婚活イベントなど出会いの機会の提供」が，それぞれ約４割である。 

 

（n=957） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.4 

13.1 

11.0 

44.2 

39.6 

42.0 

9.0 

6.9 

4.5 

4.7 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

婚活イベントなど出会いの機会の提供

若者のサークル活動などへの支援

見合いを勧める仕組み等の充実

（地域の世話役等）

就業機会の確保，非正規雇用の解消

ワークライフバランスの改善

安価で良質な住宅の供給

結婚に対する啓発活動

特に取り組む必要はない

その他

不明
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

３ 出産 
 

(7) 理想の子どもの人数（全員が対象，単数回答） 

○２人（49.1％），３人（37.6％）で，２～３人が８割以上である。 

                                   （n=957） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 理想の子ども数をもつための条件（予定子ども数が理想子ども数よりも少ない方のみ，複数回答） 

○「子どもの保育費用の負担軽減」（72.0％），「子どもの教育費の負担軽減」（60.0％），「子

どもの医療費の助成充実」（53.6％），「勤務時間の短縮などワークライフバランスの改善」

（49.6％）となっている。 

（n=125） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※予定子ども数とは，現在いる子どもの数と，今後持ちたいと考えている子どもの数の合計 

※予定子ども数から理想子ども数を引いた数で，マイナスであれば理想子ども数よりも予定子ども数が少ないことを示す。 

  

0人
3.3%

1人
5.2%

2人
49.1%

3人
37.6%

4人
2.3%

5人以上
0.4%

不明 2.0%

31.2 

49.6 

35.2 

37.6 

53.6 

72.0 

60.0 

28.0 

37.6 

24.0 

23.2 

1.6 

6.4 

2.4 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 %

出産や子育てに対する家族の協力

勤務時間の短縮などワークライフバランスの改善

出産前後の休職や復職など雇用環境の改善

妊娠や出産に関する費用の助成充実

子どもの医療費の助成充実

子どもの保育費用の負担軽減

子どもの教育費の負担軽減

子どもの教育環境の整備

保育サービスの充実など子育て環境の整備

出産や子育てに対する地域や社会全体での支援

母子の保健や医療に対するサポート体制の充実

特にない

その他

不明
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

４ 子育て 
 

(9) 結婚・出産前後での仕事の変化（全員，単数回答（男女別）） 

○男性では，「特に変化はない」が 69.6％を占めるのに対して，女性では，「仕事をやめた」

32.3％，「勤務形態を変えた」24.3％，「雇用形態を変えた」10.1％などとなっており，男

女間で大きな差がみられる。 

○なお，女性では，親が同居している場合は，そうでない場合と比べて，「仕事をやめた」割

合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（女性） 

 

 
特に変化はない 仕事をやめた 

勤務形態を変えた 
（短時間勤務制度の利用など） 

親と同居 
17.7％ 

（全体：15.0％） 

20.8％ 

（全体：32.3％） 

28.3％ 

（全体：24.3％） 

 

 

(10)子育て後の働き方への意向（結婚･出産を機に仕事をやめた方のみ，単数回答） 

○「出産前とは違う仕事･条件で働きたい」（32.1％），「出産前とは違う仕事･条件で働きたい

が，実現していない」（24.0％）などが多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

69.6 

15.0 

2.3 

32.3 

7.0 

7.3 

0.6 

10.1 

7.8 

24.3 

3.2 

2.6 

3.2 

3.3 

6.4 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=345)

女性
(n=606)

特に変化はない 仕事をやめた 仕事を変えた 雇用形態を変えた

勤務形態を変えた 無職 その他 不明

11.7 16.8 32.1 24.0 8.7 4.6 2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性(n=196)

出産前と同じ仕事・条件で働きたい（働いている） 出産前と同じ仕事・条件で働きたいが，実現していない

出産前とは違う仕事・条件で働きたい（働いている） 出産前とは違う仕事・条件で働きたいが，実現していない

仕事に就くつもりはない（就いていない） その他

不明
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

(11)子育てに関する不安等（現在子育てをしている，または経験がある方（子どもがいる方）のみ，複数回答） 

○「出産や育児にお金がかかりすぎる」（54.1％），「仕事と子育ての両立が難しい」（40.6％）

が高い割合となっている。 

○親と同居している家庭では，「仕事と子育ての両立が難しい」がやや少ない。 

 

（n=495） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仕事と子育ての両立が難しい 出産や育児にお金がかかりすぎる 

親と同居 
33.3％ 

（全体：40.6％） 

55.2％ 

（全体：54.1％） 

 

  

12.3 

7.5 

40.6 

54.1 

5.1 

7.3 

8.9 

13.7 

5.9 

5.7 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 %

子どもの育て方が分からない

家族や周囲の協力が得られない

仕事と子育ての両立が難しい

出産や育児にお金がかかりすぎる

不安や悩みを相談する相手がいない

子育ての仲間がいない

子どもを預けるところが近くにない

困っていることは特にない

その他

不明
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

(12)子育て支援に効果的な行政の取組（現在子育てをしているか経験がある方（子どもがいる方）のみ，

複数回答） 

○「保育料や教育費などの負担軽減」（79.6％），「医療費助成などの支援措置」（59.6％），「病

児保育や休日保育などの保育サービスの充実」（47.1％）が高い割合となっている。 

 

（n=495） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.4 

47.1 

79.6 

59.6 

17.0 

32.5 

9.9 

13.5 

2.8 

4.2 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 % 90 %

企業の子育て支援制度に対する支援

病児保育や休日保育などの

保育サービスの充実

保育料や教育費などの負担軽減

医療費助成などの支援措置

出産・子育てについて気軽に

相談できる環境づくり

子どもの遊び場や子育て

サークル活動の充実

復職訓練

子育て情報の発信

その他

不明
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

(13)子育てと仕事の両立のため企業に対する期待（現在子育てをしているか経験がある方（子どもがいる

方）のみ，複数回答） 

○「子どもの病気・行事のときに休暇が取りやすい職場環境づくり」（81.2％）が特に多く，

次いで，「育児休業制度が取得しやすい職場環境･雰囲気づくり」（51.3％），「労働時間の短

縮やフレックスタイムの導入」（47.3％）が高い割合となっている。 

 

（n=495） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

81.2 

33.9 

51.3 

47.3 

23.2 

27.7 

38.6 

36.4 

0.8 

6.5 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 % 90 %

子どもの病気・行事のときに

休暇が取りやすい職場環境づくり

育児休業制度の充実

育児休業が取得しやすい

職場環境・雰囲気づくり

労働時間の短縮や

フレックスタイムの導入

在宅勤務の普及促進

事業所内への託児施設の整備

出産や育児で会社を

やめた女性の再雇用

子育てがハンデとならない

人事評価や昇任制度の整備

その他

不明
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

(14)福山市が子育てしやすい環境についての評価とその理由 
 

【子育てしやすい環境か】（現在子育てをしているか経験がある方（子どもがいる方）のみ，単数回答） 

○「分からない」（37.6％），「そう思わない」（37.2％），「そう思う」（20.4％）の順となって

いる。 

                               （n=495） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

そう思う
20.4%

そう思わない
37.2%

分からない
37.6%

不明 4.8%
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Ⅰ「結婚・出産・子育て」に関する意識調査 

 

【子育てしやすい環境であると思う理由】（子育てをしやすい環境のあると回答した方のみ,複数回答） 

○「育児を手助けしてくれる親が近くにいる」（65.3％）が最も多く，次いで「子育て支援が

充実している」（31.7％），「医療・保健に関する支援が充実している」（30.7％）の順とな

っている。 

（n=101） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育てしやすい環境ではないと思う理由】 

（子育てをしやすい環境のあると思わないと回答した方のみ,複数回答） 

○「医療・保健に関する支援が充実していない」（71.2％）が最も多く，次いで「子育て支援

が充実していない」（51.6％），「遊び場や子育てサークル活動が充実していない」（29.3％）

の順となっている。 

 

（n=184） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.7 

30.7 

17.8 

8.9 

65.3 

29.7 

9.9 

2.0 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

子育て支援が充実している

医療・保健に関する支援が

充実している

子育ての相談体制が

充実している

教育環境が良い

育児を手助けしてくれる親が

近くにいる

遊び場や子育てサークル活動が

充実している

その他

不明

51.6 

71.2 

9.8 

28.8 

12.5 

29.3 

15.2 

2.2 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 %

子育て支援が充実していない

医療・保健に関する支援が

充実していない

子育ての相談体制が

充実していない

教育環境が良くない

育児を手助けしてくれる親が

近くにいない

遊び場や子育てサークル活動が

充実していない

その他

不明
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Ⅱ「定住・移住」に関する意識調査 

 

１ 属性 
 

(1) 性別（全員，単数回答） 

○性別は，「男性」（36.3％），「女性」（63.1％）であり，女性が多い回答結果となっている。 

 

              （n=1,108） 

 

 

(2) 年齢（全員，単数回答） 

○年齢は，40代前半が最も多く，次いで，40 代後半，30 代後半となっている。 

 

              （n=1,108） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 

36.3% 

女性 

63.1% 

不明  
0.6% 

18～19歳 
3.7% 

20～24歳 
8.2% 

25～29歳 
10.4% 

30～34歳 
15.0% 

35～39歳 
18.6% 

40～44歳 
22.6% 

45～49歳 
19.5% 

不明 
 2.1% 
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Ⅱ「定住・移住」に関する意識調査 

 

２ 定住・移住に関すること 
 

(3) 福山市での居住暦（全員,単数回答） 

○「生まれてからずっと住んでいる」（38.4％）が最も多く,次いで「福山市へのＵターン」

（24.0％），「福山市へのＩターン」（21.1％），近隣の市町出身者で福山市にＪターンした

人（7.8％）の順となっている。 

（n=1,108） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.4 

24.0 

7.8 

21.1 

7.4 

1.3 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

生まれてからずっと福山市に住んでいる

福山市で生まれたが，別の地域へ引っ越したのち，

再び戻ってきた（いわゆるUターン）

近隣の市町（三原市，尾道市，府中市，世羅町，神石高原町，

笠岡市，井原市）で生まれ，別の地域へ引っ越したのち，

福山市へ転入してきた（いわゆるJターン）

福山市や近隣の市町以外で生まれ，別の地域から

福山市へ転入してきた（いわゆるIターン）

その他

不明
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Ⅱ「定住・移住」に関する意識調査 

 

(4) 転出先の地域と転出理由（いわゆるＵターンの方のみ，複数回答） 

【転出先の地域】 

○関西圏（31.6％）が最も多く,次いで東京圏（17.7％），広島市（16.2％）などの順となっ

ている。 

（n=266） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【転出理由】 

○「進学のため」（59.0％）が圧倒的に多く，次いで,「就職のため」（19.9％），「転勤のた

め」（17.7％）が続いており,仕事の都合によるものが多くなっている。 

（n=266） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.3 

10.2 

3.4 

16.2 

11.7 

31.6 

5.3 

17.7 

17.7 

2.3 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

近隣の市町（三原市，尾道市，府中市，

世羅町，神石高原町，笠岡市，井原市）

岡山市

倉敷市

広島市

中国地方（１，２，３，４を除く）

関西圏（京都府，大阪府，兵庫県）

中京圏（愛知県，三重県）

東京圏（東京都，千葉県，

埼玉県，神奈川県）

その他

不明

1.1 

19.9 

17.7 

3.0 

1.9 

0.4 

59.0 
0.4 

6.8 

3.0 

1.9 

3.4 

0.4 

3.0 

0.8 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 %

住居環境の都合で

就職のため

転勤のため

転職のため（仕事が決まっていた）

求職のため（仕事が決まっていなかった）

開業のため

進学のため

子どもの学校の都合で

結婚のため

家族・親族と同居・近居するため

家族・親族から独立（別居）するため

生活環境の都合で

子育て環境の都合で

その他

不明
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Ⅱ「定住・移住」に関する意識調査 

 

(5) 転入元の地域と転入理由，及び福山市を選んだ理由（Ｕターン,Ｊターン,Ｉターンの方のみ，複数

回答） 

【転入元の地域】 

○近隣市町（18.4％），関西圏（18.4％）などとなっている。 

（n=586） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【転入理由】 

○「就職のため」（24.1％），「結婚のため」（20.3％），「家族･親族と同居･近居するため」（14.5％）,

「転勤のため」（13.8％）の順となっている。 

（n=586） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.4 

4.8 

2.9 

10.1 

11.1 

18.4 

2.9 

10.1 

15.5 

5.8 

0 % 10 % 20 %

近隣の市町（三原市，尾道市，府中市，

世羅町，神石高原町，笠岡市，井原市）

岡山市

倉敷市

広島市

中国地方（１，２，３，４を除く）

関西圏（京都府，大阪府，兵庫県）

中京圏（愛知県，三重県）

東京圏（東京都，千葉県，

埼玉県，神奈川県）

その他

不明

6.0 

24.1 
13.8 

8.2 

4.1 

1.2 

2.7 

1.9 

20.3 

14.5 

2.0 

7.5 

3.1 

4.4 

3.4 

0 % 5 % 10 % 15 % 20 % 25 %

住居環境の都合で

就職のため

転勤のため

転職のため（仕事が決まっていた）

求職のため（仕事が決まっていなかった）

開業のため

進学のため

子どもの学校の都合で

結婚のため

家族・親族と同居・近居するため

家族・親族から独立（別居）するため

生活環境の都合で

子育て環境の都合で

その他

不明

中国地方（上記市町を除く） 
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Ⅱ「定住・移住」に関する意識調査 

 

【福山市を選んだ理由】 

○「親や家族が住んでいるから」（47.3％），転勤などを含む「自らの意思による選択ではな

い」（22.4％）が多くなっている。 

（n=586） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.2 

47.3 
9.7 

4.3 

6.1 

2.4 

5.5 

14.2 

4.8 

1.2 

1.4 

0.3 

1.2 

0.2 

-

22.4 

6.3 

3.2 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

家や土地があるから

親や家族が住んでいるから

友人や知人が住んでいるから

家業を継ぐ必要があるから

親や家族のお世話をする必要があるから

生活にかかる費用が安いから

やりたい仕事があるから

通勤に便利だから

買い物や交通の利便性が良いから

街に賑わいや活気があるから

住宅事情が良いから

医療や福祉サービスが充実しているから

子育てがしやすいから

教育環境が良いから

住民のコミュニティ活動が盛んだから

自らの意思による選択ではない

その他

不明
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Ⅱ「定住・移住」に関する意識調査 

 

(6) 今後も福山市に住み続けたい割合（全員，単数回答） 

○「ぜひ住み続けたい」，「できれば住み続けたい」が約８割となっている。 

（n=1,108） 

 

 

(7) 福山市への転入者を増加させるために必要と思う行政施策（全員，複数回答） 

○「子育てなどの生活環境の整備･充実」（64.8％），「雇用の場の確保や職業の斡旋など雇用

の支援」（45.2％），「教育環境の整備･充実」（39.1％）などとなっている。 

（n=1,108） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ぜひ住み続けた

い 
32.2% 

できれば住み続

けたい 
45.5% 

他の地域で生活

したいが，将来は

戻ってきたい 
3.1% 

できれば他の地

域で生活したい 
11.7% 

他の地域で生活

したい 
4.7% 

不明 
2.8% 

15.1 

13.2 

5.2 

27.8 

20.2 

45.2 

25.2 

6.3 

7.3 

5.1 

64.8 

39.1 

28.0 

36.7 

1.3 

7.1 

4.5 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

福山市へのU・I・Jターンに

関する総合的な情報提供

福山市へのU・I・Jターンを

相談できる窓口の充実

福山市での生活を体験できる

事業の実施

安価で質の高い住宅の供給

空き家を利活用した住宅の供給

雇用の場の確保や職業の

斡旋など雇用の支援

企業の誘致

創業に関する支援

農業や漁業をすることのできる

条件整備や支援

農林水産業の活性化支援

子育てなどの生活環境の整備・充実

教育環境の整備・充実

住宅資金の援助や奨励金

などの助成制度の創設

公共交通の整備・充実

特に取り組む必要はない

その他

不明
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Ⅱ「定住・移住」に関する意識調査 

 

３ 大学生の卒業後の進路 
 

(8) 大学生の子ども（別居を含む）の有無（全員，単数回答） 

○「いる」が 8.3％となっている。 

 

（n=1,108） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 子どもが進学している大学の所在地（大学生の子どもがいる方のみ,重複回答） 

○福山市（31.5％），関西圏（19.6％），岡山市（15.2％）などとなっている。 

（n=92） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.5 

2.2 

15.2 

3.3 

14.1 

7.6 

19.6 

2.2 

3.3 

9.8 

-

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

福山市

近隣の市町（三原市，尾道市）

岡山市

倉敷市

広島市

中国地方（１，２，３，４，５を除く）

関西圏（京都府，大阪府，兵庫県）

中京圏（愛知県，三重県）

東京圏（東京都，千葉県，

埼玉県，神奈川県）

その他

不明

いる
8.3%

いない
85.4%

不明6.3%

中国地方（上記市町を除く） 
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Ⅱ「定住・移住」に関する意識調査 

 

(10)子どもが卒業後に福山市に戻ってくる可能性（子どもが福山市以外に進学している方のみ，単数回答） 

○「はい（戻ってくる）」（15.2％），「いいえ（戻ってこない）」（39.4％），「分からない」（45.5％）

となっており，戻ってくる可能性は低いと考えている親が多い。 

                                   （n=66） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11)子どもが卒業後に福山市に戻ってこないと考える理由（子どもが福山市以外に進学している方のみ，

複数回答） 

○「お子さんが希望する就職先が少ないから」（88.5％），「まちに賑わいや活気がないから」

（30.8％）となっている。 

（n=26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

88.5 

7.7 

19.2 

30.8 

7.7 

7.7 

11.5 

15.4 

3.8 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

お子さんが希望する就職先が

少ないから

住居環境が良くないから

買い物や交通の利便性が

良くないから

まちに賑わいや活気がないから

子育てなどの生活環境が

充実していないから

子どもの教育環境が

充実していないから

医療や福祉サービスが

充実していないから

その他

不明

はい
15.2%

いいえ
39.4%

わからない
45.5%

不明 0.0%
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Ⅲ 高校生の「進学・就職」に関する意識調査 

 

１ 属性 
 

(1) 性別（全員，単数回答） 

○「男性」が 55.9％，「女性」が 43.3％となっている。 

 

（n=1,398） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 卒業後の進路 
 

(2) 卒業後の進路希望（単数回答） 

○「進学」（74.5％），「就職」（21.6％）となっている。 

○「進学」のうち，割合が高いのは，「四年制大学（国公立・文系）」（20.7％），「四年制大学

（国公立・理系）」（18.7％）の順となっている。 

 

（n=1,398） 

 

 

 

  

四年制大学 

（国公立・文系） 
20.7% 

四年制大学 

（国公立・理系） 
18.7% 

四年制大学 

（私立・文系） 
14.7% 

四年制大学 

（私立・理系） 
5.5% 

短期大学 
2.9% 

専修学校・ 

各種学校 
11.2% 

その他の進学 
0.8% 

就職 
21.6% 

家業 
0.4% 

わからない 
1.8% 

その他 
0.6% 

不明 
1.1% 

男性
55.9%

女性
43.3%

不明
0.8%
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Ⅲ 高校生の「進学・就職」に関する意識調査 

 

３ 就職 

 

(3) 就職を希望する地域とその理由 

【地域】（高校卒業後，就職を希望する人のみ，単数回答） 

○男性,女性とも福山市内が最も多くなっている。広島県内を含めると８割を超える割合とな

っている。 

 

                （n=207）                   （n=94） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市内
63.8%

県内
19.3%

岡山県
1.9%

中国圏
2.4%

東京圏
3.9%

中部・北陸圏
0.5%

東海圏
1.0%

大阪圏
1.0%

その他
1.0%

不明
5.3%

男性

市内
75.5%

県内
9.6%

岡山県
3.2%

中国圏
1.1%

東京圏
0.0%

大阪圏
1.1%

九州圏
1.1%

その他
1.1%

不明
7.4%

女性
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Ⅲ 高校生の「進学・就職」に関する意識調査 

 

【福山市内への就職希望理由】（高校卒業後，福山市内に就職を希望する方のみ,複数回答） 

○男性・女性ともに，「就職したい企業が福山市内にあるから」「地元から離れる必要性を感

じないから」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福山市外への就職希望理由】（高校卒業後，福山市外に就職を希望する方のみ,複数回答） 

○男性では,「就職したい企業が福山市内にないから」（34.4％），「就職したい業種や職種が

福山市内にないから」（17.2％）の順で多く，女性では，「就職したい業種や職種が福山市

内にないから」（25.0％），「就職したい企業が福山市内にないから」（18.8％）の順となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.6 

40.2 

13.6 

17.4 

9.1 

3.0 

0.0 

4.5 

1.5 

0.8 

43.7 

38.0 

16.9 

16.9 

11.3 

15.5 

0.0 

2.8 

4.2 

1.4 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 %

就職したい企業が

福山市内にあるから

地元から離れる必要性を

感じないから

友達や知り合いと

離れたくないから

家族との同居のため

地元を離れて一人暮らしが

できるか不安だから

保護者から地元に残るよう

言われているから

住んでみたい地域が

あるから

地元の方が就職に

有利だから

その他

不明

男性(n=132) 女性(n=71)

17.2 

34.4 

15.6 

9.4 

9.4 

14.1 

3.1 

10.9 

15.6 

25.0 

18.8 

12.5 

6.3 

6.3 

6.3 

0.0 

37.5 

0.0 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

就職したい業種や職種が

福山市内にないから

就職したい企業が

福山市内にないから

地元を離れて一人暮らしが

したいから

住んでみたい地域が

あるから

都会で暮らしてみたいから

保護者の元を離れて

自立したいから

福山市内より賃金などの

待遇が良いから

その他

不明

男性(n=64) 女性(n=16)
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Ⅲ 高校生の「進学・就職」に関する意識調査 

 

(4) 将来，働きたい業種 

【全体】（全員，複数回答） 

○男性では,「製造業」（24.0％）,「情報通信業」（13.7％）,「公務」（12.3％）が上位３業

種で，女性では，「医療，福祉」（36.0％），「教育，学習支援業」（22.8％）が特に多くなっ

ている。男性は比較的多様な職種に分かれているが,女性では特定の業種に集中する傾向が

みられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.3 

2.3 

12.0 

24.0 

5.9 

13.7 

2.9 

4.1 

5.6 

2.4 

5.5 

4.3 

5.6 

8.7 

10.2 

1.5 

4.9 

12.3 

5.4 

11.4 

1.0 

2.5 

0.3 

3.1 

6.3 

0.5 

8.9 

1.5 

6.4 

4.8 

0.3 

5.3 

8.3 

8.9 

22.8 

36.0 

1.2 

0.2 

11.7 

6.6 

8.9 

1.7 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

農業・林業

漁業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研修，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス業

その他のサービス業

公務

上記以外のもの

まだ分からない

不明

男性(n=782) 女性(n=605)
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Ⅲ 高校生の「進学・就職」に関する意識調査 

 

【福山市内への就職希望者】 

（高校卒業後，福山市内に就職を希望する方で，「就職したい企業が福山市内にあるから」と回答した方のみ,

重複回答） 
 

○男性では,「製造業」（48.4％）が圧倒的に多い。 

○女性では，「宿泊業，飲食サービス業」（16.7％）などが多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.1 

2.1 

10.5 

48.4 

11.6 

0.0 

4.2 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

2.1 

0.0 

1.1 

1.1 

6.3 

0.0 

2.1 

4.2 

1.1 

2.8 

0.0 

2.8 

11.1 

0.0 

5.6 

0.0 

8.3 

2.8 

0.0 

0.0 

16.7 

8.3 

0.0 

2.8 

0.0 

0.0 

11.1 

13.9 

13.9 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60

農業・林業

漁業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研修，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス業

その他のサービス業

公務

その他のもの

まだ分からない

不明
男性(n=95) 女性(n=36)

（％）
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Ⅲ 高校生の「進学・就職」に関する意識調査 

 

【福山市外への就職希望者】 

（高校卒業後，福山市外に就職を希望する方で，住んでいる市･町に将来戻ってきたくない理由で「就職した

い業種や職種が地元にないから」と回答した方のみ,重複回答） 
 

○男性では,「情報通信業」（18.5％）,「公務」（13.0％）などが多い。 

○女性では，「情報通信業」（11.8％）,「生活関連サービス業,娯楽業」（10.3％），「教育，学

習支援業」（10.3％）,「医療,福祉」（10.3％）が多くなっている。 
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まだ分からない

不明
男性(n=92) 女性(n=68)

（％）
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Ⅲ 高校生の「進学・就職」に関する意識調査 

 

３ 進学 
 

(5) 進学を希望する地域と，県外に進学を希望する理由 

【地域】（卒業後，進学を希望する方のみ，単数回答） 

○男性では,大阪圏（24.6％）,福山市内（15.8％），東京圏（14.8％），広島県内（13.7％），

岡山県（10.0％）などが多い。 

○女性では，岡山県（20.7％）,福山市内（20.1％）,広島県内（15.7％）,大阪圏（15.2％）

などが多くなっており,男性に比べて,岡山県，福山市が多くなっている。 
 

                （n=549）                  （n=492） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県外に進学を希望する理由】（卒業後，県外に進学を希望する方のみ，単数回答） 

○「進学したい学校が県内にない」が最も多く,「一人暮らしがしたい」「就職に有利」「希望

する学部や学科が県内にないから」などの順となっている。 
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Ⅲ 高校生の「進学・就職」に関する意識調査 

 

４ 福山市への愛着 
 

(6) 福山市へ愛着を感じる割合（全員,単数回答） 

○「感じる」が 50.4％と過半数を占めている。 

 

（n=1,398） 
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